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８月２２日福祉会館で

開かれた「コロナ禍」の

中での議会の在り方を

考える市民集会 

６月頃から取手市議会が

新型コロナ対応を謳ってい

ろいろとやり方を変えて問

題になっていると耳にして

いました。しかし実際には

どのような事が起きている

のか、それは適法なのか、

それは市民の利益になるの

か、など解らない事が多く、

モヤモヤしていました。そ

んな時この集会がある事を

知り、準備会から参加させ

て頂きました。 

集会には、コロナ対策の

ため参加者を制限したにも

関わらず約 60 名の方が参

加され、市議会・市政への

関心の高さを心強く思いま

した。また、議題の取手市

議会の動きについては、経

過報告と問題提起・講演・

質疑と討論を経てかなり問

題がある事が明らかにな

り、その場で議会への請願

署名を集約する流れとなり

ました。思えば民主主義と

は議論を通じて「敵ととも

に生きる、反対者とともに

統治する」制度であり、反

対意見を表明する事はその

始まりです。本集会は民主

主義社会に暮らす国民・市

民としての責務を改めて思

い返す良い機会となりまし

た。 

白山：冨岡茂雄 
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加増みつ子  遠山ちえ子 

関戸  勇   小池えつ子 

“議会の在り方を考

える市民集会”への

問題提起より抜粋   

①感染症対策会議（各会派代表

と議長・副議長などで構成）

は議会に代わりえるのか？  

②一般質問で「コロナに関する

質問禁止」をしたことは、議

会の「自殺行為」にならない

か？ 

③オンライン活用で議会「公開

の原則」、各議員の質問権・

議決権・合議制（熟議）とい

う議会運営が形骸化されよ

うとしていないか？ 

主催者を代表して遠藤俊夫さんは、「コロナ禍」の中での

取手市議会の対応について、その経過と合わせ主に左記の

３点の問題提起を行いました。晴山先生は、憲法と地方自

治法をもとに運営する地方議会について、約１時間半の講

演。議会感染症対策会議は、法律上の根拠はなく、「法に

定める常任委員会・特別委員会と本質的に異なり議会の機

能に代わり得ない」コロナ質問禁止などは、「個々の議員

の質問権や議決権を侵害する」と主張。議会のオンライン

化について、「コロナ禍対応の非常措置として例外的・限

定的に許容しうる」としながらも、「恒常的・一般的制度

を視野に入れたものであれば、議会本来の在り方の形骸化

を招く危険性がある」と強調しました。 

（紙面の都合上講演の一部のみ掲載させて頂きました） 
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今、オンラインが流行だが、

それがふさわしいものと、相容

れないものがある。 

私も流行にのって、先日ハレ

ルヤ・コーラスのリモート演奏

をユーチューブで配信した。合

唱団のメンバーがそれぞれ個

別に自分のパートを録音し、１

本の動画にしたのである（ユー

チューブ → ヘンデル・フェ

スティバル・ジャパンで視聴

可）。 

配信後、「これは本当の音楽

ではない」という虚しさを覚え

た。ここには、同じ空間を共有

する者同士（演奏者と聴衆）の

一体感と、それが生み出す感動

や熱狂が決定的に欠落してい

る。つまり、音楽はオンライン

とは相容れないのである。 

議会も同様だろう。本来、議

会とは首長、行政職員、議員が

一堂に会し、傍聴市民の目の前

で堂々と白熱した議論を闘わ

せるものであろう。オンライン

議会では一体感もなければ、議

員の熱い思いも十分には伝わ

らない。今、議会制民主主義の

後退が危ぶまれている。議会の

オンライン化はそれに拍車を

かける。これで利するのは面倒

な議論や行政監視を避けたい

首長、行政、それに首長に与す

る議員たちであり、被害を受け

るのは市民である。 

椚木：三澤寿喜 

講演する 晴山一穂氏 

専修大学・福島大学名誉教授 



明るい取手                                         2020年8月30日号 

 「新型コロナ」感染拡大が続く中、９月１日開会～９月１８日閉会予

定の定例市議会で、日本共産党議員団は、「コロナ危機」をのりこえ、

市民の安全・くらし最優先の取手市をめざし、議会内外で市民と力合わ

せ全力を尽くします。 

 

関戸 勇 議員 ９月３日(木) 午前 

再稼働前提の避難計画撤回、 

気候変動を質す 

遠山ちえ子議員 ９月３日(木) 午後 

「コロナ禍」での災害避難、 

医療・介護の課題を問う 

加増みつ子議員 ９月３日(木) 午後 

「コロナ感染」 

検査と医療に政治の責任果たすこと 

小池えつ子議員 ９月３日(木) 午後 

コロナ禍の中 

子どもたちの発達と権利を保障する

少人数学級の実現を！！ 

8 月 23 日、この地域でも

いわゆる「ゲリラ豪雨」が発生

しましたが、地震・風雨水害等

の「複合災害」を見据えた市の

避難所対策が求められていま

す。特に藤代地域では、いざと

いう時どこに避難したらいい

のか？とよく聞かれます。こ

れまでも議会等で取り上げて

きましたが、今回の質問を通

してより具体的にさせ、コロ

ナ禍の中での避難所対応の在

り方も質します。 

また、コロナ禍の中で市内

医療機関への財政支援や、介

護現場の状況と課題を取り上

げます。介護事業計画策定の

年でもあり、市の方針を質し

ます。 

一般質問は通常１時間、今回「コロナ感染防止対策」

として３０分に縮小 

8月7日臨時議会 取手市第２次コロナ感染防止対策 

23 億 8,900 万円の補正予算議決 

 日本共産党議員団組み替え動議提出  

 補正予算は、小中学校全児童に１台のパソコン等ギガスクー

ルの環境整備に９億２千万円、プレミアム付き商品券に１１億

５５００万円の両事業費が、補正予算総額の８７％を占めてい

ます。党議員団は、「コロナから子どもを守り安全で豊かに学

ぶ環境、暮らしと医療、経営を守る対策最優先へ」予算の組み

替え動議を提出。▼小中学校全クラス３０人以下の少人数学級

▼医療機関と福祉施設、小規模事業所への支援拡充▼防災ラジ

オのさらなる普及拡大等の共産党案は否決、市長提案の補正予

算が議決されました。 

コロナウイルス感染拡大が

深刻化する中、ＰＣＲ検査等

の拡大は待ったなしで、特に

学校・保育所・医療・介護・福

祉施設等全従事者の定期的な

検査は不可欠です。また希望

するすべての市民が検査でき

る体制づくりが課題です。東

京都世田谷区では、「誰でも 

いつでも 何度でも」と PCR

検査体制の拡充、迅速な対応

を検討しています。党市議団

も PCR 検査体制の充実をと

求めてきた経緯の中、今回取

手市医師会は９月から「地域

外来・検査センター」の設置を

明らかにしました。コロナ感

染から市民の命・暮らしを守

る自治体としての責任を質し

ます。 

他、公立保育所を守り拡充。

事業費が膨脹する取手駅西口

開発の市長の政治責任質す。 

コロナ後の学校再開によっ

て、子どもたちや先生たちに

あらたな発見が生まれていま

す。一律休校後の分散登校に

より「子どもたちとゆっくり

と向き合え、ゆとりある教育

の良さを実感した」という先

生方の声、「少人数だから思い

切って登校できた」という不

登校の子の声が！ 少人数学

級は、コロナ禍の中で、密を防

ぐ感染対策となり、さらに教

員にはゆとりができ、一人ひ

とりの子どもたちに寄り添う

豊かな教育につながる利点が

あります。 

市としては国待ちでなく、

コロナ禍に生きる取手の子ど

もたちの発達と権利を保障す

る教育のために、少人数学級

の実現を求めます。 

東海第2原発の再稼働を前提

とした取手市と東海村で締結し

た23500人を受け入れる避難

計画では、避難所の一人当たり

の面積は２㎡。取手市議会は再

稼働反対を繰り返し決議してい

ます。藤井市長も再稼働中止を

知事に求め、現避難計画を撤回

し、一人当たり４㎡以上に見直

すべきです。 

食料と平地ダムの役割 

水田守れ 

地球温暖化による異常気象が

世界中に発生、農作物に大きな

被害が出ています。日本でも大

水害が多発しています。食料の

自給率を高め、洪水対策として

も有効な水田を壊す「新市街地

建設計画」（桑原開発）中止を求

めます。 


